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第 179 号 
 

令和 5年 3月 31日発行 

２０２３ 新年賀詞交歓会開催 

令和５年１月１５日（日）新年賀詞交歓会

が、３年ぶりに新横浜グレイスホテルに於

いて開催されました。過去利用していたキ

ャメロットが、宴会事業撤退ということで、

本年は会場が変更となりました。 

一般会員の出席が少なめでしたが、国会、

県議会、市議会議員をはじめ、多くのご来賓

のご出席をいただき、盛大に開催されました。 

 

 

 



 

  

✤✤✤第 28回災害医学会で発表✤✤✤ 
  

①【住民を対象にした平時の活動が 

防災減災「受援力」に役立つ】 
 

 朝日山 一男  榎本 恭子 
 

３月１０日岩手県民情報センターで開催

された、第２８回災害医学会において、２題

発表した。二宮町で行っている「寺子屋」

活動の一環として令和４年１月７日二宮町

民公開講座「災害研修」を実施した。「災害

研修」では１１５名の参加を得る事が出来た。

「災害研修」の目的は６０回以上の支援活動

の結果から、受け入れ態勢の良し悪し、つ 

まり「受援力」の差が支援活動を左右し、復興のスピードに大きな影響を与えることを理

解して頂くことだった。具体的には、ＤＭＡＴ・二宮町防災課・二宮町災害ボランティア

ネットワークの協力を得てそれぞれの活動を発表し、人生わくわく船の朝日山は「受援力」

の重要性を主張した。アンケート結果からも「受援力」について理解を得る事が出来た。 

この研修会での結果を踏まえ、災害医学会では「受援力」 

の重要性を強調し、地域のサロン活動や研修会を実施する 

必要がある旨を発表した。 

発表の結果、会場から行政を巻き込んだ活動はとても重 

要で、平素から住民を対象にした研修会の実施に対し高い 

評価を頂いた。 

 このことは、防災協定を結んでいる神奈川でも、会員の支援体制の構築と同時に、県外から

のボランティアの受け入れをどうコーディネートするかにかかわる重要事項であると考える。 
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学術部より 

 

 



 

  

②【忘れられない人々！ 

忘れてはならない人々！ 

ありがとうヒーロー！】 
 

榎本 恭子  朝日山 一男 
 

東日本大震災より１２年、この３月に東北の被災地にて日本災害医学会が開催されること

の意義を真摯に受けとめ、今まで４０回以上の活動が実現できるよう、災害コーディネート

し、支援活動を支えてくれた人々の存在を振り返ることにした。 

コーディネートの方は、自らが被災し 

ながらも被災者と支援者を真心で繋ぎ、 

復興の重要な活動を率先し、沢山の支援 

者を支えてきた。また、決して外には出 

ない陰の力としてコーディネート役を支 

え続けたキーパーソンが各地に存在する。 

その陰の方々の活躍が「受援力」差とな 

り復興のスピードを左右してきた。 

この方々には、多くの負担が掛かっていたに違いないが、全国各地の復興の助力となり、

支援者の受入れ支え復興に繋る尊い活動であった。 

また、その人々との出会いが、私達の人生の価値

を変え、貴重な経験を積ませて頂き、ロジを学ぶこ

とができた。 

今こそ、「忘れられない人々！忘れられてはならな

い人々！ありがとうヒーロー！」として紹介をし、

災害医学会より高評価を賜ることができ、今後の活

動にも期待するとの激励も頂戴した。 
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第 38回大山登山マラソン大会 

鍼灸マッサージケアブース 
 

伊勢原鍼灸マッサージ師会 

 

出走前と後の気になる身体の部位をケア救護しました。 

受付でランナーと問診をし、テーピング、マッサージ、鍼などのベストケア方法を相

談しながら決定し施術しました。出走前４３名、出走後２３名のランナーに対して施術す

る事ができました。 

活動を通じ年々鍼施術を希望するランナーが増えており普及啓発ＰＲ活動となって

いる喜びが今年も感じる事ができました。 

またランナーの方から新型コロナ蔓延防止で各マラソン大会においてこのようなプ

ロ救護ブースが無くなっている中で今回この場を設けて頂きとても有難く感謝です！

と一番嬉しいお言葉を頂きました。 

スポーツボランティアを通じ色んな人と触れ合う事で何よりたくさん得るものがあ

りますので、次回のスポーツボランティアにご参加頂いてみてはいかがでしょうか!? 

支部だより 
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第 36回尊徳マラソン大会に参加して 
  

小田原鍼灸マッサージ師会  
荒川  隆 

 

３年振りにマッサージブースにて参加出来、大変う

れしく思います。また絶好のコンディショニンにも恵

まれランナーには、走りやすかった様です。神奈鍼会

員の協力のもと、７名の先生で、はり、マッサージの 

ボランティアマッサージを行いました。この３年コロナ禍なのでブースがない為、残念が

るランナーさんから今年はブースが出ていると大変喜ばれました。 

円皮鍼は無しで、コンディショニングを７１名に施術出来ました。今回は施術出来る先生

が６名と少なかったのですが、たくさんの人数を施術出来ました。また、鍼の施術も何人

か行いました。ご参加の先生方本当にお疲れ様でした。心より感謝いたします。 

 

 

ふじさわボッチャ大会開催 
  

令和５年３月１２日（日）、藤沢市では恒例の「ふじさわボッチャ大会」が、秋葉台体育館

にて開催されました。 

藤沢市鍼灸マッサージ師会では、藤沢市スポーツ推進課からの依頼により会場内にケア

ブースを設置し、選手、大会関係者５１名に鍼、灸、マッサージの施術を行いました。 

当日は藤沢師会会員の他に、県内各地から神奈鍼会員、横浜市盲職員も応援に駆けつけ

ていただきました。 

   

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 



 

コロナ禍４回目の春です。徐々に規制が緩和され、イベントの再開や

旅行者も増えてきました。マスクの着用が個人の判断となりました。ノーマスクの日を待

ち望んでいたはずが、マスクを外すことには多くの人が不安を感じているようです。感染

への不安はもちろんですが、「顔を見られるのが恥ずかしい」という心理的不安も多いそう

です。日本では古来より神事で使われる「口覆（くちおおい）・覆面（ふくめん）」という

現在のマスクのようなものがあります。神様や供物に直接人間の息がかからないようにす

るものです。日本人のマスク習慣は、こんなところにルーツがあるのかもしれませんね。

５月から新型コロナウイルスが５類感染症へ移行されます。私たちに関するイベントも増

えてくるので、事業・活動周知のためにも積極的な参加をお願いいたします。 
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 神奈鍼会員の皆様におかれましては、平素より会務にご協力いただきありがとう

ございます。 

 神奈鍼では、恒例の杉山祭を下記の通り開催致します。コロナ禍もようやく終息

が見えてきました。初夏の江の島、振るって参加いただきますようご案内致します。 

 

記 

令和５年５月１４日（日） 

受付開始  １０：００ 岩本楼ロビー 

墓前祭   １０：３０ 杉山和一検校墓前 

神恩感謝祭 １１：１５ 江の島神社本殿 

親睦会   １２：００ 岩本楼 

※親睦会に参加される方は、会費３，３００円です。 

 

 

杉山祭のお知らせ 

 

編集後記 


